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　決勝で２着以内に入ることが一番の目標でコーチ
からも「ゴールのタッチに気をつけろ」とアドバイス

されていました。その結果、なんとか２
着に入ることができました。３位の選手
とはわずか0.02秒でタッチの差でした。
　折井　五輪出場を決めたときの心境は
どうでしたか？
　松島　感動よりも安心感のほうが大き
かったかもしれません。競泳ってゴール
にタッチして電光掲示板を見ないと順位
が分かりません。本当に結果を見るのが
怖くて、ふと見てみたら、２着に自分の
名前が表示されていて。とても安心した
ことを覚えています。１位の選手が私と
同じ年の鈴木聡美ちゃんで「やったね」っ
て喜んでくれました。そこから猛練習を
して、ロンドン五輪の会場に立ったとき
に目標としていた舞台に出場できた実感
が沸いてきました。
　選考会でも調子は良かったですし、何
かのトラブルが起こらなければ日本代表に選ばれる
自信はありました。むしろその自信がなければ、３
位の選手との0.02秒差をつくり出すことはできな
かったと思っています。

　折井　国際競技大会に数多く参加する中で、各国
で友達はできましたか？
　松島　大会の運営に携わっている現地のボランテ
ィアの人たちと仲良くなり、素晴らしい仲間ができ
ました。選手とボランティアという関係だけではな
く、試合期間を終わってもソーシャル・ネットワー
キング・サービス（ＳＮＳ）で連絡を取り合ったり
していました。「今度日本に行くよ」「韓国に行こう
と思うけどどんな楽しみがあるのかな？」と異文化
交流を続けています。
　競技を通して各国に行った経験から、今でもいろ
んな国に１人で旅することが楽しみになっていま
す。旅の中で生まれたつながりから海外で活躍して
いる日本人のサッカー選手との交流もできました。
　折井　海外の人たちと交流する経験はとても大事
だと考えています。私も若い薬剤師が海外でいろい
ろな経験を積むことに大賛成で、薬剤師の国際組織
である国際薬剤師・薬学連合（ＦＩＰ）の会議にも
参加することも薦めています。やりたいことや成し
遂げたいことは一人ひとりで違いますが、日本国内
で見つけた目標と世界のいろいろところに行って多
様な価値観の中で見つけた目標ではどうしても大き
な違いができてしまいます。

　松島　水泳を通じて国際競技大会に出場すること
ができ、競技に対する意識が大きく変わりました。
日本代表に選ばれたことはすごく誇りでもありまし
たし、そこで戦いたいと思いましたが、大会に出場
してみるとまだまだ世界にはかなわないことを痛感
しました。
　それでも世界の頂点に立つ選手のレベルを肌で
感じることができたのは貴重な体験でした。横の
レーンで世界記録を持つ選手が泳いでいると、超
えなければならない存在を意識することができまし

た。形になっていなかった目標もはっきりとした
目標になる。日本のトップであったとしても、も
っと上を目指せるという気持ちを抱けるようになり
ました。
　競技環境も日本と海外では大きく違います。日本
よりも環境が整っている国、未整備な国があって、
優れた部分を上手に取り入れていけば日本の水泳界
も進化していけるのではないかと感じました。
　また、環境が整っていない国で競技をする時にも
１人の選手として最善を尽くし、活躍しないといけ
ない責任も生まれました。日本に帰ってきたときに
は、それまで意識できなかった日本の素晴らしさに
も気付くことができます。日本にいるだけでは世界
のことは分からないし、いろいろな話を聞いたとこ
ろで現地に行ってみないと感じることはできないと
思っています。

　折井　薬学部に入ろうと思ったきっかけを教えて
もらえますか？
　松島　小学生の時に母から薬剤師を薦められ、高
校生になって本気で志しました。中学生の頃にドー
ピング検査の存在を知り、採取した検体がどこでど
う分析されるのか興味を持つようになりました。ド
ーピング検査施設は国内で一つしかなく、臨床検査
技師もしくは薬剤師のどちらかの資格を取得してお
く必要があることを知り、薬学部進学を決めました。
　折井　薬学部に入ってからの勉強は大変でした

か？
　松島　薬学の勉強はついていくのが精一杯でし
た。特に有機化学が苦手な科目でなかなか理解でき
ませんでした。私は２度目の受験で薬剤師国家試験
に合格しました。競技との両立で臨んだ最初の国試
では残念ながら落ちてしまい、2016年のリオデジ
ャネイロ五輪選考会までは水泳に集中し、その後に
薬学の勉強を一からやり直しました。
　最初の受験では各科目に必要な知識をひたすら勉
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国際大会通じ交流広がる
競技に対する意識が変化

各科目の知識つなぎ、国試合格

　松島美菜さん　薬剤師。2005年ＪＯＣジュ
ニア五輪50、100ｍ平泳ぎで２冠。国内・国
際大会で多くの優勝を果たし、12年ロンドン
五輪では100ｍ平泳ぎの日本代表として出場。

　折井孝男さん　河北総合病院薬剤部長、Ｎ
ＴＴ東日本関東病院Senior pharmacist。ハン
ガリーや西ドイツでサッカーのコーチ研修を
修了し、1983、84年に日本女子代表監督。
長年、日本のスポーツ界や薬剤師育成、薬学
研究に貢献し、現在も多くの学会や国際組織
の役員を務める。
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